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【2024年もありがとうございました】
　12月の年末年始を間近に控え、「師走」の字の如く益々お忙しい日々を送っていらっしゃる
方も多いのではないでしょうか？今年はいつにも増して心地よい秋の季節が短かったように感
じ、気づけばあっという間に本格的な冬の陽気となりました。

　北風が冷たい中でも戸外遊びを楽しみ、落ち葉の軽やかな音など自然物の楽しさを見つける
子どもたちは「遊び探しの名人」だといつも感心してしまいます。様々なものがデジタル化
し、生活の大半を占めている現代においても、季節の移り変わりや実体験に触れ１人ひとり
違った個性あふれる発見や感性を大切にしていきたいと日々感じます。個人的に冬の晴れ間は
特に清々しく、日向にずっと立たずんでいたい気持ちになってしまいます。

 2025年を迎えるまであと1月となりますが、今年は皆さまにとってどのような１年だったで
しょうか？この機会にご家族で振り返ってみるとたくさんの出来事が思い出されるかもしれま
せん。元旦の地震報道に驚きのスタートとなりましたが、締めくくりは穏やかにゆったりと新
年を迎えられたら良いなと思います。
　また年末年始明けにはお休みの思い出話等をみんなから聞かせてもらうことを、今からとて
も楽しみにしています。少し早いご挨拶となりますが、みなさま良いお年をお迎えください。
改めまして日ごろより園運営に多大なご協力をいただき心より感謝いたします。ありがとうご
ざいました。

【昔の遊びの紹介】
　これから迎える年末年始に、懐かしい昔の遊びはいかがでしょうか？お子さまの年齢などに
合わせて、ぜひご家族でお楽しみください。

① 「羽根つき」
② 「凧揚げ」
③ 「いろはかるた」「百人一首」
④ 「福笑い」
⑤ 「双六（すごろく）」
⑥ 「めんこ」
⑦ 「お手玉」
⑧ 「コマまわし」
⑨ 「けん玉」
⑩ 「だるま落とし」

※写真につきましては 
ホームページ上での公開は 差し控えさせていただきます



 【12月のねらい】

　　　

　あひるぐみ：・気候に合わせて衣服の調整をしてもらい、健康に過ごす

　　　　　　　・冬のひんやりとした空気を感じながら、戸外で体を動かして遊ぶ

　ひよこぐみ：・戸外で冬の寒さを感じながら体を十分動かし、健康に過ご

　　　　　　　・保育士等や他児と言葉や仕草のやり取りする楽しさを味わう

　うさぎぐみ：・保育士等に見守られ、身の回りのことを自分で行おうとする

　　　　　　　・他児と関わる中で貸し借りを言葉で伝えようとする

　　　　　　　・他児と一緒に集団遊びを楽しむ

　　　　　　　・リズム体操や劇ごっこを楽しむ

　　　　　　　

　はなぐみ　：・手洗いうがいを丁寧に行い、風邪や感染症を防ぐ

　　　　　　　・身だしなみを整えたり、身の回りの事を自分で行おうとしたりする

　　　　　　　・思った事や感じたことを言葉で表し、他児との関わりを楽しむ

　ほしぐみ　：・見通しを持ち、自分なりに考えて行動しようとする

　　　　　　　・１年の終わりを知り、新しい年を迎える準備をする

　　　　　　　・舞台で伸び伸びと表現することを楽しむ

　つきぐみ　：・冬の自然や日本の伝承、生活の変化に関心を持つ

　　　　　　　・命の大切さを知ったり、自分の成長を感じたりする

　　　　　　　・遊びや生活の中で相手の言葉に耳を傾け、気持ちを受け入れたり、自己発揮したりする

　　　　　　　・仲間と共に堂々と表現する楽しさや作り上げた達成感等を感じる

             

   

   

　　　　　　　
 
●上着について
あひる組はかごでの管理、ひよこ組、うさぎ組はラックでの管理、幼児クラスは各ロッカーでの管
理となります。散歩や園庭に行く際に使用する上着はフードの付いていない薄手の物や裏起毛のト
レーナー等を用意していただき、必ず記名をお願いいたします。
●大きくなった会について
12月14日(土)に実施いたします。会後は、家庭保育のご協力をお願いいたします。
●いのちキラキラについて
12月16日（月）14時から、法人看護師プロジェクトとして、姉妹園の看護師が園に訪問し、つき組
を対象に話をします。今年度は「プライベートゾーン」～自分で守ろう心とからだ～がテーマで
す。つき組の保護者の方の参加も可能ですので、ご興味のある方は職員までお声かけください。　

●年末年始のお知らせ
12月29日から1月3日まで休園となります。保育始めは1月4日となります。
年末年始出欠席のアンケートを後日配布いたします。食材の発注や職員体制を整えたいと思ってお
りますので、ご協力お願いいたします。

おしらせ



12月の予定

日 月 火 水 木 金 土

1 2
身体測定
(幼児)

3
大きくなっ
た会リハー
サル(3.4歳)

4
身体測定
(乳児)

5 6 7

8 9 10
大きくなった
会リハーサル
(2.5歳)

11 12 13
0歳児健診

14
大きくなっ
た会
(2～5歳児)

15 16
いのち
キラキラ
(つき組)

17
英会話
(幼児)

18 19
誕生会

20
スポーツプロ
ジェクト
(つき組)
避難訓練

21

22 23
異文化交流
(幼児)
杉アート

24 25
クリスマス会

26 27 28
保育納め

29 30 31

　空気の乾燥で火事が多くなる時期となりました。暖房機器を使用する際、出かける前、就寝前
等、火の元の確認は十分に行ってください。また、施錠にも十分気を付けて頂けたらと思います。　
＊防災モデル地区事業(清原地区) 　
　防災モデル地区事業とは、住民参加の研修を通して、防災上の様々な課題を検討する事で、地域
における自主的・継続的な防災活動の推進を図るための事業です。

　◎第一回　日時：12月17日(火) 午後19時～21時　会場：清原市民センター
　　　　　　内容：地図上で地域の防災上の課題を確認し、状況共有の方法を取得する

　◎第二回　日時：令和7年1月29日(水)　午後19時～21時　会場：清原市民センター
　　　　　　内容：災害時要配慮者支援を検討する

※参加には事前に申し込みが必要となります。

＊安全安心情報送信サービスについて
　東大和市の安全安心情報サービスは登録されていますか？登録すると犯罪、不審者情報、災害情
報等が登録したアドレスに送信されます。登録されていない方は是非、登録してみてください。

　

防犯、防災について



11月のねらい
〇衣服の調節や体調の変化に留意してもらいながら、

健康に過ごす

〇戸外で自然に触れながら季節を体感し、全身を動か

して遊ぶ

　紅葉が美しく染まり、散歩が楽しい季節になりまし
た。
　食欲の秋といった様子で食事の準備を始めると,
いまかいまかと待っているひよこ組の子どもたち。意欲
的に食事を食べ進める子が多く、食べている時にはほっ
ぺがぷっくりとして可愛いです。ほとんどの子が自分で
スプーンやフォークを使って食べ、片方の手は食器を支
えるように伝えると可愛い手を添えて食べ進める子ども
たち。苦手な食材は少しずつ食べられる量が増えている
子もいますが食事の時間が楽しい時間になるように無理
強いはせず進めています。
　食育では先月から季節の野菜に触れる機会を設け、椅
子に座りゆっくりと触って感触や匂いを確かめて楽しん
でいます。鼻に食材をくっつけて匂いを嗅いで「いいに
おい」と言ったり色々な食材に直接触って固さを確認し
たりしていました。
　今後も食育を通して実際の食材に触れたり食事を楽し
く食べたりしていけるようにしていきたいです。

11月のねらい
〇身の回りのことを自ら行おうとする。
〇戸外でどんぐりや落ち葉等、秋の自然に触
れ、親しんで楽しむ。

　日が落ちるのもすっかりと早くなり、夕暮れ時には寒
さが身に染みる季節になりました。つんとした冷たい風
に負けず子どもたちは元気に過ごしています。
　園庭や公園で遊ぶことが大好きなあひる組さん。紅葉
の葉や柑橘が色を変え、季節の移り変わりを体感しなが
ら戸外で好きな遊びを自由に楽しんでいます。
　最近友達とのかかわりの中で、お世話をやってあげ
たいという気持ちが強く、涙を流している友達がいたら
頭を撫でて慰めてくれたり、お茶を飲む時にカップに手
を添えて支えてあげたりする姿が見られています。また
絵本や玩具、クレヨンの貸し借りが少しずつ見られるよ
うになってきました。時々取り合いなどトラブルになる
様子も見られますがそれぞれの気持ちに共感し、受け止
めながら寄り添うようにしています。
　これからも友達とのかかわりを大切に様々な活動を
楽しみながら過ごして行きたいと思います。

　
　



　今月は子ども同士の関わりが深まってきた事を感じるうさ
ぎ組の子どもたち。
　関わりが深まると当然トラブルも増えてきます。トラブル
の原因として多いのはやはり玩具の取り合いです。その中で
重要となってくるのが貸し借りの言葉です。「かーしーて」
「ちょっとまっててね」「いーいーよ」というシンプルな言
葉のやり取りですが、友達と関わる中でとても大切な言葉で
す。その言葉を今子どもたちが覚えて使ってみていろいろな
体験をしています。
　楽しく遊んでいるのに、また今遊び始めたばかりなのにい
きなり「かーしーて」と言われても直ぐに貸したくないのは
自然な気持ちです。先日もそんな場面がありました。保育者
は気持ちに共感しながら「ちょっとまってて」という言葉を
使ってみようと伝え一緒に言ってみました。しばらくしても
う一度言われた時は、少し迷いながらも貸してあげる姿が見
られています。しかし「ちょっとまってて」がいつまでも続
く姿や、「やーだーよ」と返す姿も見られます。悪気がある
わけではなく正直な気持ちを表現しているのだと思います。
そのような時保育者は、保育園の玩具はみんなの玩具であり
順番に使うものであること、自分が使いたいように友達も使
いたい気持ちがあることを伝えています。
　このように貸し借りのやり取りは、決してスムーズにいく
ことばかりではありません。だからこそ2歳児である今、様々
な気持ちを経験することを大切にしながらやり取りの仕方を
伝えていきたいと思っています。

 11月のねらい

〇服装の調節や手洗いうがいを行い、健康に過ごす

〇保育士等に見守られ、身の回りのことを自分で行おうとする

〇他児と関わる中で貸し借りの言葉を伝えようとする

〇感触遊びを楽しむ

〇秋の自然物に触れることを楽しむ

かーしーて！

　久しぶりに散歩に行っています。保育者がリュックを背
負うとみんな目を輝かせて散歩にいくことを喜んでいまし
た。子どもたちにとって保育園から出てみんなで出掛ける
ということは特別な出来事であり冒険でもあるようです。
　公園に着くとそれはそれは伸び伸びと動き回っていまし
た。保育者が立っている目の前を「たのしいの！」と笑顔
で言いながら全力で疾走で通過する可愛らしい姿もあり、
思わず保育者も笑顔になりました。
　紅葉した葉っぱを1人の子が集めると、真似をして集め
出す子がたくさんいました。「なにいろ？」「あか」「き
れい！」「あげる」「ありがとう」と会話を楽しむ様子も
ありました。葉が赤くてきれいと感じる豊かな感受性にも
感心させられています。
　どんぐりや紅葉、秋の自然も終盤となりましたが、散歩
先でたくさん触れることが出来ました。また来年のお楽し
みです。

　　散歩にて



ちくちく言葉と
　　　ふわふわ言葉

クレヨンの製作をしたよ ♡

11月のねらい
〇気温に合わせた衣服の調節をし、丁寧に身だしなみを整える
〇ふわふわ言葉・ちくちく言葉を知り、言葉でのやり取りを通して他児との
関わりを深める
〇絵本の読み聞かせや劇ごっこを通して物語に親しみを持ちながら、大きく
なった会への期待感を持つ

　 友達との関わりが多くなり、会話でのやり取りも増
えてきたはな組さん。その反面、強い口調で友達に伝
えたり、「いっしょにあそばない！」等と否定的な言
葉を言ったりすることも見られるようになりました。
そこで、友達に言われたら嬉しい言葉“ふわふわこと
ば”、言われたら悲しい言葉“ちくちくことば”につ
いて活動の中で子どもたちにお話をしました。
“嬉しい言葉と悲しい言葉はどんな言葉かな”と子ど
もたちに 考 えてもらいました。その 中 で「ありがと
う！だいすき！かっこいい！といわれたらうれしい」
や「きらい！あっちにいって！といわれたらかなし
い」等と色々な言葉が出てきました。また、「これは
悲しい？嬉しい？」と確かめながら様々な言葉をたく
さん振り返り、“遊ぶ時は、嬉しい気持ちになる、ふ
わふわ言 葉を使おうね”と子どもたちと約 束しまし
た。意見がすれ違ったり、嫌なことがあったりするこ
ともありますが、その都度適切な言葉を知らせたり、
「どうしたらふわふわ言葉になるかな？」と一緒に考
えたりしていきたいと思います。

　様々な色の落ち葉が舞い、秋も深まる頃となりま
した。先日はな組では、大きくなった会の劇中に使
用する用具の「花火のひっかき絵」を作りました。
白い画用紙を好きな色のクレヨンで全て塗りつぶ
し、その上から黒で再び塗りつぶし、最後に竹串で
削り、花火の模様を付けていくという作り方でし
た。全て塗りつぶすことが結構大変な作業でした
が、「できるよ！」「きれいにぬる！」と一生懸命
塗っていました。最後竹串で削っていくとカラフル
な模様が浮き上がり、「わあきれい」「おおきなは
なびできた！」と嬉しそうにしていました。
その他にも劇の途中に出てくる“ぐちゃぐちゃな
絵”の用具も子どもたちと一緒に作りました。「お
おきくてたいへんだけどがんばる」と言ってみんな
で一生懸命塗っています。
　大きくなった会まであと少し。「ままたちにみせ
るのたのしみだね」とウキウキな様子なはな組さん
です。是非楽しみにしていてください☆



11月のねらい
〇季節の変化に応じて衣服の調整をしようとする

○全身を使った活動や散歩等を通して体を動かす事を楽しむ

○言葉や動きに気をつけながら他児と関わろうとする

○他児と一緒に音楽に合わせて表現することを楽しむ

　大きくなった会の練習が本格化しています。ダンス
の振り付けは、子どもたちが主となって考えたオリジ
ナルとなっています。グループごとに集まって「こん
なふりつけはどう？」「この踊りはさっきと同じだか
ら、ちがうのにしたいな」など、意見を擦り合わせな
がら考えました。先日、グループで考えた踊りを、み
んなの前で発表する【プチ発表会】を行いました。各
チームが踊りを披露した後、どんなところが素敵だっ
たか、意見を交換し合う時間を設けました。「こびと
さんが逃げるところがかわいかった」「おばあさん役
のケーキのふりつけのところがよかった」など、具体
的にどんなところが良かったかを伝え合いました。み
んなの前に立つことに緊張した表情を浮かべていた子
も、素敵だったところが次々と出てくると、自然と笑
みを浮かべ、「みんなの前で発表するの楽しかっ
た！」と前向きな声がたくさん聞こえてきました。
　

どんな言葉がうれしいかな？

　また、良い所を見つけるためには、どのように見て
いたら見つかるのか、自分が発表する時にお客さんは
どんなふうに見てくれたら嬉しいかなども考えられる
ように声を掛けると「にこにこしてみててほしい」
「怖い顔だともっと緊張しちゃう」「音楽に合わせて
パチパチ（手拍子）とかは？」とたくさんの意見が出
てきました。相手の気持ちを考えること、暖かい言葉
は自然とポカポカした気持ちになることなどを感じら
れる良い機会になったのではと思います。
　大きくなった会まであと二週間ほどとなりました。
こびとのくつやの音楽が流れてくると、踊ったり歌っ
たりして楽しんでいる子どもたち。いつも通り楽しん
でいる姿をお見せできればいいなと思いますが、そう
うまくいかないのが現実です。できる限りいつも通り
の姿をお見せできるよう、人前に立って発表する楽し
さを感じられるようにしていきたいと思います。
　当日、ほし組のみんなが元気に舞台に立つことがで
きますように☆



就学に向けて

11月のねらい
〇基本的生活習慣を振り返り、身の回りのことを進んで行おうとする

〇共通の目的に向かって自分の力を発揮すると共に、他児と協力しながら一緒に

やり遂げていく満足感や達成感を感じる

〇グループの中で自分の意見を伝えたり、相手の話を受け入れたりしようとする

〇季節の食材に興味を持ったり、正しい箸の持ち方を意識して食事をとったりする

勤労感謝の日

　あっという間に時間が過ぎ、今年も残りひと月となりました。
憧れの年長になり、人の為に行動したり、友達との関わりが深
まったりとそれぞれのペースで大きくたくましく育ってきた子ど
もたち。今年1年、様々なご協力をありがとうございました。
　就学前健診が終わり、「○○ちゃんは、なんしょうなの？」
「こうていになにがあった？」と一段と小学校への興味が出てき
ているようです。園では自立に向けた様々な活動や関わりを行っ
ており、トングを使ってデザートを取ることや当番活動の一環で
おやつ後の掃除で雑巾絞り、排便後の後始末等、細かなことです
が新しい挑戦をしています。雑巾絞りをしてみると立って高い所
から雑巾を絞ってしまい、周囲に水が飛ぶこともありましたが、
どうするか見守っていると「あっ！しゃがんでやればよかっ
た！」と濡れた床を拭きながら“気付く“場面がありました。今
後の関わりの中でこのような自分で“気付く”、“考える”とい
うことを大切に見守っていきたいと思います。
　進学する＝クラスの子と離れる、保育園に来なくなるというこ
とを意識してきているようで「がっこうにいきたいけど、ほいく
えんにもいたいな～」「せんせい、ぼくたちいなくなったらさみ
しい？」と寂しさや新しいことへの不安や緊張を感じ取れるよう
な発言も聞こえてきます。時には「だっこして～」「ひざのうえ
すわりたいの～」と甘えてくる可愛らしい姿もあります。残りの
日々を大切にしながら様々な気持ちを受け止めつつ、自信や期待
感に繋げられるよう過ごしていきたいと思います。

　最近ちらほらと「おおきくなったら○○になりたい」という将
来の夢についての会話が聞こえてくるようになりました。少し前
までは「かめんらいだーになりたい！」等と戦隊ヒーローが多く
挙がっていましたが、最近の会話では身近な職業が出てくるよう
になっています。
　11月23日の勤労感謝の日に因んで職業について話す時間を設け
ました。保育園の中でも保育士・看護師・栄養士等の様々な職業
がいることを知ると「えぇ～！たしかにそうだ！」と驚きの声が
聞こえてきました。知っている職業を子どもたちに問いかけると
おうちの方々や好きなお店等、たくさん出てきており、中にはど
んな仕事内容なのかを詳しく説明する子もいました。おうちの方
とのお話しをしっかり記憶し、話す力もついてきているのだと改
めて感じています。ワンルーフゼミで平仮名の書き方を丁度行っ
ている為、製作とお世話になっている職業の方(交番・消防署等)
に手紙を書くことになりました。「しごと、がんばってしてくれ
てありがとうってままにかく！」「いつもおうだんほどうわたる
ときまもってくれてありがとうってかきたい！」と各々感じてい
る感謝の気持ちを込めて作っています。直接おうちの方や交番
等、渡しにいくと恥ずかしそうな姿もありましたが、お礼を言わ
れ、「また、てがみかいて、いきたいな」と喜んでもらえる嬉し
さを感じている子どもたちでした。



食育だより

先月の食育の様子

　寒さも深まり冬らしい気候が訪れる12月は、体を温める食材や料理を献立に取り入れています。南瓜や根
菜、葱や生姜は血液の循環を良くする効果がある食材です。体を温めるだけでなく、免疫機能が高まる効果が
あるので、風邪が流行するこの時期に様々な形で提供していきます。また、冬至やクリスマス、年越しなどの行
事が多い季節です。食事を通して行事に親しめるよう心掛けていきます。

季節のおすすめレシピ

社会福祉法人東京児童協会　大和東保育園

【金柑ジャム】

　　　12月の歳時
　　　　　【冬至】

触れる食育
【南瓜の種取り】

12月に旬を迎えて冬至にも関連のある
南瓜の種取りは、スプーンが上手に握
れて、手先の発達が見られる2歳半ば
頃から楽しむことができる食育のひとつ
です。0歳からでもごつごつした皮の感
触を楽しむことができるので、お子さん
と一緒に南瓜に触れてみてはいかがで
しょうか。

　12月21日は1年で1番日が短いとさ
れる冬至です。柚子湯に入ると体が
丈夫になるという事で知られていま
すが、「ん」のつく食材を食べることで
運が通じるとも言われています。人
参や蓮根など身近な「ん」のつく食材
を沢山食べて、健康で運良く過ごせ
るように願いましょう。

<材料　人分>
・金柑　260g
・砂糖　130g
・水（下茹で用）
・レモン汁　小さじ１

<作り方>
①金柑のヘタを取り、鍋に入れる。
②沸騰したら5分程加熱し、皮が柔らかくなったら流水で洗
う。
③水気を切った金柑の種をとり、細かく刻む。
④鍋に切った金柑と砂糖、レモン汁を入れて弱火で煮る。
⑤水分が減り、とろみがついたら粗熱をとって完成！

パンに塗るだけではなく、ヨーグルトに乗せたり、焼き菓子
に使用できたりと万能なのでぜひ作ってみてください。

12月献立について

11月20日に芋煮会を行いました！
はな組は浅づけ、ほし組はおにぎり作り、つき組では芋煮汁の具材を包丁や手で切ったりちぎったりし、
6月に仕込んだ手づくり味噌で味付けまで行いました！
どのクラスもクッキングを通して食に親しみ、手作りの給食を美味しそうに食べていました。




